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『難民』と出違った2023年

私はこの2023年の夏から、関わるには覚悟が必要だと思った、 『難民』をテーマにした

舞台作品創りをしてきました。

この3ヶ月、様々な状況や立場の方たちと出逢い、話を聴いてきました。

難民になり日本に来た方や、入館施設に入っている方、日本で生まれ育ったけれど仮放免者と

して生きている方たちの話、そして今も難民キャンプで過ごしている子どもたちの手紙・ ‥。

彼らの言葉を聴いていると、誰もが『知ってほしい』 『私たちはここで生きている』。

このことを願っていると強く感じます。

そして、誰もがただ、大切な人と抱き合ったり、何気ない会話で笑ったり、遊んだり、

愛してるよ、と伝えたりしたい。

その事実が私の身体と心に深く沌みて、強く揺さぶられます。

私たちが日々、家族と笑いあい、抱き合えること、何気ない日常を過ごせること、がどれだけ

奇跡的なことか、そして大切なことか、、、。

先日の本番の中で舞台上で語られた言葉は、難民キャンプで食料を配る仕事、修理の仕事をし

ている14歳の少年の言葉です。私たちはドリルくんと呼んでいます。

彼の母親は故郷で命を落とし眠っています。

今生きている唯一の家族の父親が、舞台の本番中に、亡くなったと連絡がきました。 『ひとりに

なった』という言葉だけ。 『どうした?』ときいたら、 『父さんを朝起こしても、何度も何度も

起こしても起きないんだ』 『疲れた』。

自分の国で自分の家で自分の部屋で生きていきたい。

家族とただ普通に暮らしたい。お父さん、お母さんの笑顔がみたい。呼吸したい。

これが彼や故郷を追われた子どもたちの願いです。

世界で今も戦争が続いていること。

大切な家族と離れ離れになっている人たちがいること。

お腹をすかせた子どもたちがいること。

大切な人に触れたいのに触れることができない人がいること。

学校へ通うことができない子ども・青少年がいること。

夢を諦めなければいけない人がいること。



今も泣いている人がいるということ。

『知ること』。

この事実を、想いを、アートを通して伝えていくこと、これが今、私たちがやることだと強く

感じながら、仲間と物語の始まりを創ってきました。

私1人には小さな声と力しかないけど、仲間とこの演劇を通して伝えていくこと、そして、知

り、考え、動くことが小さな1歩、でも大切なl歩になっていくと信じています。

そして『私自身が変わること』。

この始まった物語の続きは、子どもたちのための舞台作品として創作をしていくつもりです。

旅はまだ始まったばかり。

ぴっぴのみなさんにも、彼らの声を、存在を、 『知って二はしいご恩じ、わかちあい、語り合い

ましょう。

大切な愛する人たちとの一瞬一瞬の時間に心からの感謝を感じたがら。

そして、世界で一生懸命生きている人たちが、大切な人と触れられる日がくることを、愛が届

くことを切に切に願って。

小林 聖子

○『じぶんのことば』上映に寄せて (1月30日㈹予定)

この映画は、 『子どもたちの自己表現の場を地域に』をテーマに活動を続けている【東村山子ども演劇プロジェ

クト】の3ヶ月間を追ったドキュメンタリーです。物語を0から創作する舞台づくりを通して、子どもたちが

自分と仲間と向き合い、言葉を生み出し表現する、その過程を丁寧に追っています。私は、 4年前からフアシリ

テークーとしてこの活動に参加し、子どもたちが『自分が何を感じているのか』に気づき、向き合い、動き出そ

うとする姿に心を動かされ続けています。この映画に出てくる子どもたちはもう高校生一大学生。部屋のすみ

っこにいた男の子が高校生になった今、堂々とそこに存在し、楽しそうに「自分」を表現しています。その姿は

遣しく、まぶしい限りです。このプロジェクトのすごいところは、毎年継続しているところ。今年でなんと17

年目です。 3ヶ月の中でも、もちろん子どもたちは、緩み、安心し、自分や仲間と向き合い始めますoですが、

『自分の表現』を外に出せるようになるタイミングは1人l入違います。そ汀ま2年後かもしれない。 10年後

かもしれない。子どもたちが自分の『ほんとうの気持ち』を感じて知り、どこかの瞬間に『ぽんとうの気持ち』

を言葉にしたり、身体で表現して伝え始める。関わる大人は自ら表現し始めるときを信じて待つ。長い年月、継

続して『感じ、体験、対話する場』があることで、彼ら自身の根っこは深く強くなっていきますoぴっぴの4年

間の育ち、そしてぼろぴっぴへと続いていくことと同じだなあと感じています。子どもも大人も、 『ほんとうの

自分』と出逢うために、大切な仲間や家族の中で対話を重ねながらゆったりと時間をかけて育ち合っていく、そ

の豊かさや幸せや大切さを、一緒に感じ合い、語り合う時間になればいいなと思っています。 :聖子
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